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－
　
第
2
9
回
中
国
五
大
学
学
生
競
技
冬
季
大
会

岡
大
総
合
三
位
に
と
ど
ま
る

柔
剣
道
は
優
勝
／

十
一
月
十
一
・
十
二
日
に
島

根
大
学
を
中
心
に
軍
二
十
九
回

中
国
五
大
学
芋
牲
競
技
冬
季
大

会
が
行
な
わ
れ
た
。
本
学
の
各

サ
ー
ク
ル
の
成
績
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

▽
柔
道
部一
位

▽
剣
道
部一
位

▽
ラ
グ
ビ
ー
部三
位

▽
サ
ッ
カ
ー
部
門
位

▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
雅

男
千
　
五
位

女
子
　
五
位

▽
ァ
ー
チ
ェ
リ
ー
部四
位

尚
、
磨
季
大
会
と
〈
目
せ
た
総

A
U
順
位
は

初
出
場
〝
烏
居
組
″
逃
げ
切
る

女
子
は
〝
黄
色
い
リ
ボ
ン
〟
が
ラ
ス

ト
ス
パ
ー
ト
で
逆
転
優
勝

去
る
川
月
詣
・
乃
口
の
両
日
一
▽
女
子

旭
川
漕
艇
場
で
、
5
0
ク
ル
ー
の
一
志
　
貪
色
い
リ
ボ
ン

相
川
絹
鋸
描
…
錯
れ
三
位
ワ
ン
ダ
ラ
ー
．
プ
リ

一
　
　
ン
セ
ス
　
（
ワ
ン
ゲ
ル
）

二
」
位
　
ワ
ン
ダ
ラ
ー
・
ク
イ

悪
天
候
に
も
め
げ
ず
、
一
位
賞

H
m
を
勝
ち
取
ろ
う
と
、
各
ク
ル

ー
気
塊
の
罷
っ
た
レ
ー
ス
を
展

開
し
、
大
変
有
意
義
な
大
会
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
賞
L
最
は

男
子
高
か
ら
九
位
に
詔
聖
　
赤
く
輝
く
夕
日
が
・
地
平
線

一
位
か
ら
三
位
に
迄
贈
ら
れ
ま
言
沈
む
頃
、
表
彰
式
が
行
な
わ

し
た
。
俊
勝
は
、
強
力
な
コ
ッ
■
れ
、
み
ん
な
喜
び
を
胸
に
帰
途

ク
ス
を
擁
し
た
、
今
年
初
出
場
一
に
つ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ

ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
は
、

最
後
に
来
て
二
杯
と
も
力
尽
き

二
位
・
三
位
に
留
ま
り
ま
し
た

い
う
粘
り
の
あ
る
レ
ー
ス
を
孟
竺

開
し
ま
し
た
。
二
杯
出
場
の
り
一

「
直
観
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
帖
3
」

一
▽
男
子

…

一

位

一
位
二
位
三
位
四
位
五
位

広
島
大

島
根
大

間
山
大

島
根
大

山
日
大

烏
居
組
若
頭

（
L
化
有
機
研
究
室
）

（
ス
キ
ー
部
）

Y
M
C
A

ワ

ン

ダ

ラ

ー

・

フ

レ

ッ
シ
ュ
　
（
ワ
ン
ゲ
ル
）

ー
ン
　
（
ワ
ン
ゲ
ル
）

四
位
　
経
済
2
6
組

（
経
済
学
部
2
年
女
子
）

主
催
者
よ
り
の
報
告

第
2
3
回
学
内
レ
ガ
ッ
タ
は
、

認
・
2
9
両
日
に
行
わ
れ
、
参
加

刃
ク
ル
ー
と
い
う
盛
況
の
も
と

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
住
僧
の

の
『
烏
居
組
若
頭
』
に
さ
ら
わ

れ
ま
し
た
が
、
ど
の
ク
ル
ー
も

甲
乙
つ
け
が
た
く
、
タ
イ
ム
的

に
も
伸
か
の
眉
で
あ
り
ま
し
た

決
勝
戦
で
は
、
ス
タ
ー
ト
か

ら
好
調
に
漕
ぎ
続
け
た
　
『
烏
居

組
』
　
に
、
毎
年
出
場
し
て
い
る

『
ス
キ
ー
部
』
　
二
年
連
続
出
場

の
『
Y
M
C
A
』
が
後
を
追
う

形
と
な
り
、
凄
ま
じ
い
デ
ッ
ド

ヒ
ー
ト
が
繰
広
げ
ら
れ
ま
し
た

さ
す
が
に
ど
の
ク
ル
ー
も
、
㌢

選
、
準
々
、
準
決
を
勝
ち
抜
い

て
来
た
だ
け
あ
っ
て
、
息
の
合

っ
た
鋭
い
オ
ー
ル
さ
ば
き
を
見

せ
、
観
客
、
役
＝
H
と
も
ど
も
川
心

わ
ず
っ
ぱ
を
呑
む
程
で
あ
り
ま

し
た
。女
子
決
勝
で
は
、
ス
タ
ー
ト

で
出
遅
れ
た
『
夷
色
い
リ
ボ
ン
』

が
、
焦
ら
ず
、
じ
わ
じ
わ
と
追

い
上
げ
を
見
せ
、
最
後
ス
パ
ー

ト
ダ
ッ
シ
ュ
で
一
位
に
な
る
と

の
ど
よ
め
き
は
、
今
尚
参
加
者

役
罠
の
胸
中
に
、
旭
川
の
水
に

し
み
込
ん
で
、
決
し
て
消
え
る

こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
悪
人
の
中
、
遠
路
は

る
ば
る
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、

役
目
H
一
間
こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
乍
ら
な
い

面
も
多
々
あ
り
ま
し
て
申
し
訳

な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た

2
8
・
2
9
日
と
も
棄
権
さ
れ
た
ク

ル
ー
の
方
は
、
昼
休
み
に
ボ
ー

ト
部
ボ
ッ
ク
ス
へ
来
て
卜
さ
れ

ば
、
少
々
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が

参
加
料
の
一
部
を
返
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ボ
ー
ト
部
（
Y
・
K
）

書
　
　
－
岡
大
現
代
文
学
研
究
会
発
行
－

作
者
が
あ
る
感
動
を
持
っ
て

締
り
な
し
た
作
品
に
は
－
技
術

的
に
未
熟
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ

な
り
の
良
さ
（
価
値
）
は
必
ず

あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
技
術

そ
れ
ば
か
り
に
執
念
深
く
な
る

と
、
せ
っ
か
く
の
新
鮮
な
感
動

を
ム
‖
な
し
に
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
る
。
作
者
は
感
動
を
い
か

に
率
広
に
読
舌
に
訴
え
る
か
、

い
か
に
そ
の
感
動
を
読
者
と
共

有
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
苦

心
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の

よ
う
な
観
点
か
ら
こ
の
作
目
【
I
U
集

に
日
を
通
し
て
み
る
と
、
や
た

ら
言
葉
を
い
じ
く
り
ま
わ
し
て

訴
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を

臼
ら
見
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

作
品
に
気
つ
く
。
特
に
『
「
い
ま

は
時
で
は
な
い
』
は
、
訴
え
よ

う
と
い
う
姿
勢
が
ま
る
で
な
い

ひ
と
り
で
勝
手
に
ウ
ダ
ウ
ダ
と

御
託
を
並
べ
て
い
る
だ
け
だ
。

書
い
た
本
人
が
収
拾
つ
か
な
く

な
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
例

え
拙
い
表
現
で
あ
っ
て
も
、
感

動
に
素
前
で
あ
れ
ば
読
者
は
そ

れ
だ
け
の
こ
と
を
感
じ
る
は
ず

だ
。
読
者
に
自
己
陶
酔
の
残
骸

を
露
‖
ド
し
て
得
得
と
し
て
い
る

よ
う
で
は
恥
ず
か
し
い
。
書
い

た
だ
け
の
こ
と
が
少
し
は
読
書

の
心
に
響
か
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
。ポ
ロ
ク
ソ
に
書
い
た
が
、
決

し
て
腐
ら
な
い
で
欲
し
い
。

坂
原
八
津
の
「
晩
秋
』
　
リ

ツ
子
の
『
落
花
幻
想
』
仁
科
文

紀
の
『
変
死
抄
』
は
素
晴
ら
し

い
出
来
映
え
だ
。
『
仮
面
』
　
『

太
陽
懐
胎
』
は
今
後
の
可
能
性

を
充
分
に
秘
め
た
快
作
だ
。

共
済
会
の
舌
苔
部
に
こ
の
雑

誌
が
あ
る
の
で
皆
さ
ん
是
非
読

ん
で
欲
し
い
。
同
人
現
文
研
の

水
準
の
高
さ
に
鷹
く
こ
と
だ
ろ

う
。興
味
が
な
い
、
で
済
ま
せ
ば

そ
れ
っ
き
り
だ
け
ど
…
。
（
泉
）

1
・
電
子
3
年
B

」
F
・
映
研
A

A
ブ
　
ロ
　
ッ
　
ク「

⊥

威
・
薪
硬
艇
同
好
会

蓬
研
用
招
相
月

狂
人
仝

ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア

増
し
－

法
科
－
・
・
旦

水
泳
部
A
」
だ
L

刀
ラ
ク
ク
ー
ズ

Z

　

山

1‾－　】　‾▼‾▼

－」

ラ
イ
オ
ン
ズ

キ

ン

モ

ク

セ

イ

「
轟
．
椚
…
絹
㌍

ヘ
ス
描
け
L

ソ
フ
ト
同
好
C

ノ

エ

ニ

ッ

ク

ス

社
会
科
教
員

数
研
B

硬
式
野
球
A

…
崎
ア
パ
ー
ト

銀
輪
閉
山

正
木
さ
ん

Y
M
C
A

バ
タ
ー
∴
千
－

若
輩
た
ち

ユ
ー
ス

…
「
椚

ソ
フ
ト
同
好
D

・
T
I
S
2
6
組

ど
の
こ
の
か
じ

年
産
挽
械
1
年

・
理
数
会
B

・
中
国
文
学
研
究

・
競
馬
同
好
会

囲
碁
部

刊
上
フ
ァ
イ
ク

エ
キ
ム
キ
マ
ン

法
科
1
3
組

・
美
術
部

園
芸
部

電
気
3
年

「
手
車
U
㌦

h
「
－
数
研
C

十
月
三
十
日
か
ら
、
学
友
会

と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会
の
共

催
で
全
学
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
開
始
さ
れ
た
。

百
チ
ー
ム
も
の
参
加
が
あ
り
、

A
・
B
2
ブ
ロ

ッ
ク
に
振
り
分

け
ら
れ
た
各
チ

ー
ム
が
抜
け
る

よ
う
に
澄
ん
だ

秋
空
の
下
で
、

白
球
を
追
い
、

快
い
汗
を
流
し

て
い
る
。

B
ブ
ロ
ッ
ク

で
は
、
パ
イ
レ

ー
　
ノ
、

水
杯

登

ス
ポ
愛
A
、
ソ

フ
ト
同
好
A
が

既
に
ベ
ス
ト
1
6

ソフトボール大会
一学友会・ソフトボール同好会共催－

パ
イ
レ
ー
ツ

電
子
3
年
E

杜
研
B

プ
ラ
ズ
マ
ズ

B
ブ
　
ロ
　
ッ
　
ク

芋

地
学
科
2
年
虹
7■F

ニ

ュ

ー

セ

ナ

ミ

津
島
ト
ー
ク
ス

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

銀
輪
エ
ー
ス

農
芸
化
学
一
年

倉
敷
南
O
B

理
数
会
Ⅰ

水
泳
部
B

吼
1

プ

レ

㌧

フ

ス

■

」

一

1

結
締
最
撃
3
…

」L▲▲

∵二「，二

「．甘轟欄「椚

「
⊥

原
Ⅲ
7
ァ
ミ
リ

数
研
A

ス
ポ
愛
B

東
洋
史
研
究
室

ソ
フ
ト
同
好
B

法
文
12
組

英
文
ド
ラ
ゴ
ン

杜
研
A

闇
夜
の
カ
ラ
ス

憲
法
研
究
会
A

北
津
寮

映
研
B

休
研
▼
1
A
C
S

ソ
フ
ト
同
好
E

に
勝
ち
名
乗
り
を
あ
げ
て
い
る

決
勝
戦
は
大
学
祭
以
降
に
な

る
。
さ
て
、
ど
こ
が
優
勝
す
る

だ
ろ
う
か
。

ス
キ
ー
矩
・
劇
ニ
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ボ
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A
虹

経
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3
年
・
・
－
け
一

▲

理
数
会
A

硬
式
野
球
部
B

ソ
フ
ト
同
好
A

．
二

ユ
笥
「
m
損
佃
ズ

可
同
告
目
黒

新
硬
庭
同
好
B

筆
虫
4

カ
ッ
ポ
レ
甲
虹
d
k

ギ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ー
L
l
ム

「
－
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芳
楽
O
B
5
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三

　

二
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■

教
育
学
部
教
室
開
放
を
拒
否

大
学
祭
に
関
し
て

資
本
に
従
順
で
物
言
わ
ぬ
旦
使
用
－
学
部
開
放
を
実
現
し
よ

民
を
作
ろ
う
と
す
る
中
教
審
路

線
が
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
一

貫
し
て
か
け
ら
れ
て
い
る
中
で

教
育
学
部
は
そ
の
一
番
根
本
的

な
段
階
の
初
等
、
中
等
教
育
者

を
養
成
す
る
場
と
し
て
、
最
も

国
家
偉
カ
ー
当
局
が
重
視
し
、

学
生
に
対
す
る
攻
撃
が
激
し
く

か
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

大
学
祭
に
際
し
、
各
研
究
室

が
そ
の
日
常
の
活
動
の
場
で
あ

る
研
究
宅
－
教
室
、
学
部
で
企

画
を
行
な
い
た
い
、
と
い
う
当

然
の
主
張
に
対
し
て
教
育
学
部

当
局
は
「
学
生
の
勝
手
な
行
事

に
教
室
は
使
用
さ
せ
な
い
」
と

全
く
一
方
的
に
拒
否
し
て
来
た
。

昨
年
、
今
年
と
六
研
究
室
の

学
生
が
教
育
学
部
大
学
祭
実
行

委
Ei
会
を
結
成
し
、
研
究
宅
間

う
と
し
た
が
、
↓
局
は
　
「
研
究

室
の
連
A
‖
休
は
認
め
な
い
。
教

一
再
学
部
大
学
祭
実
行
委
日
日
会
ま

末
公
認
団
体
で
あ
る
か
ら
交
渉

に
は
応
じ
ら
れ
な
い
」
と
一
切

話
し
合
い
す
ら
せ
ず
に
切
っ
て

来
た
。今
年
度
大
学
祭
実
行
委
（
学

友
会
）
が
学
生
部
を
通
し
て
　
（

教
養
部
等
の
使
用
に
関
し
て
も

全
て
学
徒
部
を
通
す
）
教
育
学

部
当
局
に
教
幸
使
用
を
申
請
し

た
が
教
育
当
局
は
「
教
育
実
行

委
は
一
般
企
画
団
体
な
の
だ
か

ら
教
養
や
学
館
で
や
る
べ
き
だ

と
し
、
学
生
部
は
「
学
部
の
内

部
問
題
で
あ
り
、
介
入
で
き
な

い
」
と
責
任
の
な
す
り
つ
け
を

し
、
大
学
祭
実
行
委
は
特
別
に

教
育
実
行
委
を
大
学
祭
実
行
委

の
メ
ン
バ
ー
と
し
、
教
室
開
放

の
交
流
を
は
か
る
と
共
に
教
室
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
た

が
、
教
育
巧
局
の
硬
疏
し
た
対

応
の
前
に
は
一
切
が
通
用
せ
ず
1

結
局
例
年
通
り
企
画
は
教
育
休

胃
館
と
い
う
日
常
の
活
動
空
間

か
ら
か
け
離
れ
た
場
へ
と
押
し

込
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

我
々
は
こ
の
様
な
学
生
の
自

主
的
活
動
を
制
限
－
破
壊
し
よ

う
と
す
る
教
育
学
部
に
対
し
激

し
い
怒
り
を
感
じ
る
と
共
に
、

そ
れ
ら
の
攻
撃
が
教
育
学
部
の

み
な
ら
ず
、
一
昨
年
の
法
文
グ

ラ
ン
ド
の
日
本
庭
園
化
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
、
集
会
、
フ
ァ
イ
ヤ

ー
等
の
締
出
し
、
今
年
の
寮
祭

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー
ム
の
農
学

部
グ
・
ノ
ン
ド
使
用
不
許
可
、
と

様
々
な
形
で
今
て
の
学
仕
に
か

け
ら
れ
て
来
る
も
の
で
あ
る
事

を
認
識
し
、
そ
れ
ら
の
攻
撃
を

そ
し
て
そ
の
根
底
に
あ
る
中
教

審
路
線
を
粉
砕
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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